
●家屋取り壊し通知書
　令和８年１月１日までに家屋を取り壊した場合は提出してください。提出されな
いと、台帳に登録されたままとなり、令和８年度も固定資産税が課税されます。
※法務局で滅失登記をした場合は届出不要です。
●償却資産申告書
　償却資産（事業用資産）の所有者は、毎年１月１日現在の償却資産の所有状況を、資産が所在する市町
村に申告してください。

提出は２月２日（月）までに！家屋取り壊し通知書・償却資産申告書
問税務課〔東庁舎〕　 0748-71-2321　 0748-72-2460

　パブリックコメントは市が政策の立案などを行おうとする際にその案を公表し、この案に対して広く
市民などから意見を求める機会を設け、提出された意見を考慮して最終的な意思決定を行う制度です。

市民の皆さんからの意見を募集します

問住宅課〔東庁舎〕　〒520-3288 住所記載不要　 0748-71-2349　 0748-72-7964
 juutaku@city.shiga-konan.lg.jp

パブリックコメント

　「湖南市空家等対策計画」※１を見直すにあた
り、市民の皆さんからのご意見を募集します。

※１�　空家などの利活用の促進、地域住民の生
活環境の保全、まちづくり活動の活性化な
どに寄与し、市民が安心かつ安全に暮らす
ことのできる生活環境を確
保できるよう、本市が取り組
むべき対策に関する基本的
な考え方や取組の方針など
を示すものとして策定

湖南市空家等対策計画（案）

回答フォーム

湖南市建築物耐震改修促進計画（案）
　「湖南市建築物耐震改修促進計画」※２を見直す
にあたり、市民の皆さんから意見を募集します。

※２�　市内の既存建築物の耐震性能を確保す
るため、耐震診断とその結果に基づく耐震
改修を促進することにより、既存建築物の
耐震性能の向上を図り、建築
物の耐震化を推進するため
に必要な事項に関し、より具
体的に定めるために策定

回答フォーム

■計画（案）の公表日　１月５日（月）
■募集期間　１月５日（月）～２月５日（木）
■�閲覧場所　問、総務課情報公開室〔東庁舎〕、市民課分室〔西庁舎〕、各まちづくりセンター、三雲コミュ
ニティセンター、市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）、夏見会館、いしべ交流センター、各図書館　
※市ホームページでも閲覧できます。

■�応募資格　市内に在住または在勤・在学の人、市内に事務所や事業所を有する人など
■�提出方法　閲覧場所に置いている意見書に記入し、その場で提出するか、郵送・FAX・
メール・回答フォームで問へ。意見書は市ホームページからもダウンロードできます。

■��意見の取扱い　提出いただいた意見は、個人情報を除き回答と併せて市ホームページで
公表します。なお、いただきました意見への個別回答はしませんのでご了承ください。 市ホームページ

こなんニュース
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問子ども・若者政策課〔石部保健センター〕　 0748-76-4701　 0748-77-7019

こどもの学習支援事業
「ひとり親家庭などへの大学受験料などの補助」の事前申請受付中

　ひとり親家庭や低所得の子育て世帯などのこどもの進学を応援するため、大学などの受験料や模擬
試験の受験料の費用補助を行います。詳しくは市ホームページをご覧ください。

　物価高騰の影響を受けながらも学業に励んでいる学生などを支援するため、石部駅、甲西駅、三雲駅
の駅前に位置する自転車駐車場の定期利用料に対し支援金を支給します。

学生の駅前自転車駐車場定期利用料に対する支援金の
申請受付中！

問都市政策課〔東庁舎〕　 0748-71-2336　 0748-72-7964

市ホームページ 申込フォーム

■申込期限　１月20日（火）【当日消印有効】
■�申込方法　事前申請書に必要書類を添付して
郵送、申込フォームもしくは直接問へ。

※�事前申請のあった人には後日申請案内を送付
予定です。

※�申請時には大学等受験料や模擬試験受験料を
支払ったことが分かる書類が必要になります。

■�対象　申請時点で市内に在住する20歳未満の
こどもの保護者で、下記のいずれかに該当する
世帯

　①�児童扶養手当受給世帯または同等水準にあ
るひとり親世帯

　②�世帯全員（同住所別世帯含む）の令和７年度
の市民税が非課税の世帯

　③生活保護受給世帯
■内容　
　◦大学等受験料補助　上限53,000円
　◦�模擬試験受験料補助（大学受験）�上限8,000円

■�対象　令和７年８月１日から12月31日までの
期間に、石部駅、甲西駅、三雲駅の駅前に位置す
る自転車駐車場を定期利用※１し、支援金の支
給申請日時点において湖南市に住所を有する
学生※２など

※１　�１ヶ月以上の期間を単位とした定期的な
利用

※２　�学校教育法第１条に規定する学校の生徒
もしくは学生またはこれらに準じる者

■�支援金の支給額　1,000円に利用月数を乗じて
得た額（１人につき１回限り）

※�月の途中に自転車駐車場の定期利用を開始し、
または解約し、１ヶ月に満たない端数が生じた
ときは、対象外となります。

■�申請方法　2月27日（金）午後５時15分までに、
湖南市駅前自転車駐車場利用料物価高騰対応
支援金支給申請書兼請求書と必要書類をお持
ちのうえ、問へ提出してください。詳しくは市
ホームページをご覧ください。

■申請に必要なもの　
・住所が確認できるもの（提示のみ）
・�学生などであることを証する書類の写し（学生
証など）
・�自転車駐車場を定期利用したことが確認できる
ものの写し
・�振込先情報の内容を確認できるも
のの写し
※�保護者などの振込先情報でも問
題ありません。 市ホームページ
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■募集年齢　３歳～５歳児（令和８年４月１日時点の年齢）
　下記の施設で１号認定児の二次募集を行います。希望する人は園へ直接申し込んでください。

園　名 連絡先 募集年齢 募集人数 願書配布・
受付期間 願書配布場所 入園説明会

認定こども園
菩提寺くじらこど
も園

0748-74-1373
３歳児 ３人

随時受付
菩提寺くじら
こども園
（平日午後５時まで）

随時
４歳児 7人

京進のこどもえん
HOPPA石部 0748-77-0007

３歳児 18人
随時受付 京進のこどもえん

HOPPA石部
電話でご相談
ください。４歳児 19人

５歳児 8人
光星学園
三雲幼稚園 0748-72-0077 ３～５歳児 若干名 随時受付 光星学園

三雲幼稚園 １月19日（月）

光星学園認定こども園
水戸幼稚園 0748-75-3350 ３～５歳児 若干名 随時受付 光星学園認定こども園

水戸幼稚園 １月22日（木）

光星学園認定こども園
ひかり幼稚園 0748-74-3011 ３～５歳児 若干名 随時受付 光星学園認定こども園

ひかり幼稚園 １月20日（火）

※見学を希望される人は、事前に園へ連絡をお願いします。

　三菱自動車工業株式会社は日本の自動車メーカーの１つで、湖南市の工場では自動車の心臓部であ
る「エンジン」を生産しています。
　今回、普段見ることのできない工場内を親子でご見学いただけます！
　ぜひ、お子さんと一緒に楽しい冬の思い出をつくってください♪

■日時　２月11日（水・祝）
　　①午前９時30分～11時30分
　　②午後１時30分～３時30分
　　※どちらかへの参加になります。
■場所　三菱自動車工業 京都製作所 滋賀工場（小砂町2-1）
■対象　市内在住の小学生とその保護者など
■定員　各回20人程度
※�定員を超えた場合は、抽選になります。抽選結果は、メール
でお知らせします。

■内容　企業紹介・製造ルート見学・体験
■�申込方法　１月５日（月）から23日（金）までに申込フォーム
よりお申し込みください。

令和８年度１号認定児　二次募集のお知らせ

冬の小学生親子工場見学

問幼児施設課〔石部保健センター〕　 0748-76-4703　 0748-77-7019

問商工観光労政課〔共同福祉施設〕　 0748-71-2332　 0748-72-4820

参加費
無料

市ホームページ 申込フォーム

▲工場外観

こなんニュース
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令和８年４月１日採用
会計年度任用職員を募集します
問人事課〔東庁舎〕　 0748-71-2312　 0748-72-1146

■募集職種　一般事務、保育士など
※�他の職種も募集していますので、市ホームページまたはハローワークで確認してくだ
さい。

■応募資格　職種により必要資格が異なります。
■申込方法　１月20日（火）までに申込書を直接または郵送（必着）で問へ。
※申込書は、市ホームページからダウンロードできます。

　市内の施設でスマートフォン教室を開催しています。車両の中で講師と１対１のオンライン講座を
受けることができます。ぜひご参加ください。
■日程と場所（各施設の駐車場で開催します）　

日　　程 会　　場
２月２日（月） 保健センター（夏見）
２月３日（火） 石部老人福祉センター
２月４日（水） 柑子袋まちづくりセンター
２月５日（木） サンヒルズ甲西
２月６日（金） シルバー人材センター
２月12日（木） 石部老人福祉センター
２月13日（金） 菩提寺まちづくりセンター
２月16日（月） 三雲コミュニティセンター
２月17日（火） 湖南市役所　東庁舎
２月18日（水） 石部老人福祉センター
２月19日（木） 柑子袋まちづくりセンター

■時間帯と内容　
①午前11時～、②午後１時～、③午後２時30分～、④午後４時～（各１時間）
　内容：スマホの使い方（入門編、基礎編、応用編）、生成AIを使ってみよう　など
　定員：各講座３人
※日程により講座の内容が異なります。詳しくは市ホームページをご覧ください。
※お持ちのスマートフォンでご参加いただけます
　（Android、iPhoneどちらでも可。貸出用のスマートフォンもあります。）
■申込方法　お電話で次の連絡先に申し込んでください。
　予約連絡先　 0800-111-9442（土日祝を含む午前９時～午後５時）通話料無料
※１月15日（木）から予約可能です。

スマートフォン教室を開催します

問総務課 DX推進室〔東庁舎〕　 0748-71-2350　 0748-72-3390

市ホームページ

参加費
無料

事前予約制

市ホームページ
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問総務課〔東庁舎〕
0748-71-2357　 0748-72-3390

問都市政策課〔東庁舎〕　 0748-71-2348　 0748-72-7964

　11月10日に行われた市議会臨時会で、審議
のうえ同意された議案は次のとおりです。

■人事（敬称略）　
●監査委員の選任
　上野　顕介

　市では、「湖南市景観条例」に基づき、良好
な景観づくりを推進するため湖南市景観審
議会委員の公募委員を募集します。
■募集人数　１人
■�任期　２月１日（日）から令和10年１月31
日（月）まで

■応募資格　次の全てに該当する人
１�．市内在住もしくは在勤または在学で、満
１８歳以上の人

２．本市の景観に関心のある人
３�．年２回程度開催（平日の昼、２時間程度）
する審議会に出席できる人

４�．国および地方公共団体の議
員または職員でない人

■応募期限　１月15日（木）
※�応募方法など詳しくは市ホー
ムページをご覧ください。

　湖南市文化協会では、新規の加入団体（サークル）を募集しています。
　市内で活動する３人以上の文化・芸術に関する団体（サークル）が文化協会に加盟できます。
※サークル会員の半数以上が湖南市在住または在勤の人で構成されている必要があります。
　ぜひ加盟いただき、いっしょに市の文化芸術を盛り上げていきましょう。

■年会費　会員１人につき年間300円
■加盟特典　
　１．湖南市文化祭の参加費が無料になります。
　２．湖南市文化祭に一般参加よりも長い時間ご出演いただけます。
　３．�各まちづくりセンター、各コミュニティセンター、市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）、文化

ホールの利用時に使用料が減免されます。
　※使用料の50％減免（別途減免申請が必要）
　※�各まちづくりセンター、各コミュニティセンター、市民学習交流センター（サンヒル

ズ甲西）は５人以上の団体（サークル）が使用できます。
■申込方法　申込みに必要な書類を送付しますので、問へご連絡ください。
※�湖南市文化協会の令和７年度加盟サークルや活動内容などについては、
　市ホームページをご覧ください。

令和７年11月湖南市議会臨時会湖南市景観審議会委員公募の
お知らせ

湖南市文化協会加盟サークル募集！

問湖南市文化協会事務局〔甲西文化ホール〕　 0748-72-2133　 0748-72-7305

市ホームページ

市ホームページ

こなんニュース
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問福祉政策課〔東庁舎〕　 0748-71-2359　 0748-72-3788

　民生委員・児童委員は、「地域のつなぎ役」として市民の立場に立ち、生活上のさまざまな相談に応じ、必要な援
助をしています。
　令和７年12月１日から３年間、厚生労働大臣から委嘱を受けたかたがたを紹介します。
� （敬称略、氏名・担当地区を記載）

わたしたちが民生委員・児童委員です
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順
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みんなでつくる未来の湖南市～SDGsの取組～

みんなの
すすめ！すすめ！

湖南市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

問環境政策課 地域エネルギー室〔東庁舎〕　 0748-71-2302　 0748-72-2201

　新年会など飲酒する機会がある場合は飲酒量や飲酒の仕方に注意が必要です。
　国は、健康に配慮した飲酒に関するガイドラインを公表しています。「生活習慣病のリスクを高める飲酒
量」は、１日純アルコール量が、男性40g以上、女性20g以上をさします。習慣的ではなくとも、１回の飲酒量が
60ｇ以上の一時多量飲酒も急性アルコール中毒を引き起こす可能性があり避けるべきと言われています。
　純アルコール量は以下の計算式で計算できるので飲酒量を計算してみましょう。

お酒の量（ml）×（アルコール度数（％）÷100）×0.8＝純アルコール量（ｇ）
　自身の飲酒頻度や飲酒後に体調がどのように変化するかなど、以下の５つの健康に配慮した飲酒の
仕方を守ることが大切です。

今年も健康に配慮した飲酒を心がけよう
問健康政策課〔保健センター〕　 0748-72-4008　 0748-72-1481

１日：平均純アルコール20g
ビール（５％） チューハイ（７％） ワイン（12％）

中びん１本（500ml） レギュラー缶１缶
（350ml）

グラス２杯（200ml）

出典：厚生労働省 健康に配慮した飲酒に関するガイドライン

①自らの飲酒状況などを把握する
②あらかじめ量を決めて飲酒する
③飲酒前又は飲酒中に食事をとる
④�飲酒の合間に水（又は炭酸水）を飲むな
ど、アルコールをゆっくり分解・吸収で
きるようにする

⑤�一週間のうち、飲酒しない日を設ける
（毎日飲み続けるといった継続しての飲
酒を避ける）

　また、アルコールの研究が進むにつれて「飲酒に安全域はない、飲酒量は少なければ
少ないほどよい」という考えもあります。自身の身体と向き合って、健康に楽しく過ご
しましょう。

健康づくりキャラクター
湖
こ
なすちゃん

　SDGs（エス・ディー・ジーズ）は、「誰一人取り残さない社会」の実現をめざ
す、世界共通の17の目標です。身近なところから世界の課題まで、私たち一人ひ
とりの行動が未来を変える力になります。
　市は令和２年に「SDGs未来都市」に選定されて以来、地域資源を生かした学
びや再生可能エネルギーの推進など、持続可能なまちづくりに向けたさまざま
な取組を進めています。学校や企業、地域団体など、多くの皆さんと連携しなが
ら、次の世代により良い地域を引き継ぐことをめざしています。
　令和７年10月には、滋賀県立石部高等学校１年生の探究学習において、吉本
興業所属滋賀県住みます芸人「ノーサイン」のお二人をお招きし、SDGsの意義
や身近な取組について、笑いを交えながらわかりやすくお話しいただきまし
た。会場は終始明るい雰囲気に包まれ、生徒たちはSDGsをより身近に感じ、学
ぶことができました。
　市では今後も、市民・事業者・学校・行政が力を合わせ、みんなで未来につなが
る行動を広げていきます。私たち一人ひとりの小さな行動が、持続可能な社会への大きな力になります。

▲滋賀県住みます芸人「ノーサイン」による授業の様子
　左から乾さん、北斗さん

こなんニュース
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シリーズ　湖南市が進める小規模多機能自治について㉖

～子ども・高齢者の見守り～
　湖南市版小規模多機能自治基本構想では、地域
においては災害時の体制づくりや子ども・高齢者
の見守りなどを担い、住みよい地域づくりにつな
がる取組を行っていただいています。
　ハイウェイサイドタウン区では、青パト隊（※）
が町内の防犯および通学時の子どもの見守り活
動を行っているほか、月に５日、地域内の訪問を
希望された独居高齢者宅へ訪問し、声掛けを実施
し、高齢者の見守りを行っています。
　青パト隊は、区内のボランティア10人で構成さ
れ、２人ペアで区で所有する軽トラックに青色回
転灯を取りつけ活動されています。
　こうした地域での子ども・高齢者の見守りは湖
南市が進める小規模多機能自治の取組であり市
がめざす住みよい地域づくりにつながります。

問企画調整課 まちづくり協働推進室〔東庁舎〕　 0748-71-2315　 0748-72-2000

　地域まちづくり協議会が、持続可能な地域運営やこれからの地域を担う若者たちが生き生きとまち
づくりに関わることができる環境づくりについて、参加いただく皆さんと一緒に湖南市の新しい未来
を描く「湖南市地域まちづくりフォーラム」を開催します。
　本フォーラムでは、地域の人や学生たちが一堂に会し、参加者同士が意見交換することで地域と若者
が一体となり、湖南市の明日を考える機会としています。
　どなたでも参加できますので、皆さんの参加を心よりお待ちしています。
■日時　２月８日（日）　午後１時30分～３時30分（受付：午後１時～）
■場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）２階大ホール
■�内容　地域のまちづくり活動・防災活動や市内学生による活動報告、参加者全体の意見交換
■対象　どなたでも　※参加申込不要
※�エレベーターがないため介助をご希望の人は１月26日（月）までに問へ。

湖南市地域まちづくりフォーラムを開催します！

問企画調整課〔東庁舎〕　 0748-71-2316　 0748-72-2000

▲昨年度の様子

市ホームページ

　このシリーズでは毎月、市が進める小規模多機
能自治基本構想をわかりやすくお知らせしてい
ます。

　※青パト隊…�青色の回転灯を装備した自動車
（青パト）を使用し、地域の防犯活
動を行う自主防犯パトロール隊

▲青パト隊による見守り活動
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